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教授川島康生教授阿部 裕

論文内容の要旨

(目的)

完全大血管転位症 (Complete Transposition of the Great Arteries , T G A) の生命予後は

心房内血流転換術を代表とする新しい子術方法の開発により著しく改善された。しかし術後の心機能に

関しては，解剖学的右心室を体心室として用いるために生じる右心不全が大きな問題となっている。本

症の心機能評価は従来より心臓カテーテル・心血管造影検査により行われているが，本検査法は侵襲が

大きく，心室中隔運動や房室弁の詳細に関する評価は不十分である。そ乙で侵襲が少なく，心臓全体を

1 つの収縮・拡張する動体としての評価が可能な超音波断層法を用い，本症綿花を例の心機能lと関し以下の

検索を行った。

1. 術後心内構造の観察

2. 超音波断層法による両心室容積および心室内圧の評価

(方法ならびに成績)

大阪大学医学部第一外科における心房内血流転換術施行例のうち，超音波検査および心臓カテーテ jレ

検査を施行した 9 例を対象とした。男子 3 名・女子 6 名であり，子術時年齢は生後 9 カ月..._，] 6カ月(平

均11カ月)であった。病型は Mustard 分類の l 型 6 例，目型 3 例であった。心臓カテーテル検査にお

いては両心室内圧・両大動脈圧およびl血液ガスを測定した。さらに 2 方向右室造影および左室造影をシ

ネアンギオで行い，左右心安容積を求めた。

超音波検査は心臓カテーテル検査の前日 lζ行なうことを原則とし，患児をリン酸トリクロルエチルナ

トリウム(トリクロリー jレ)で鎮静させ睡眠中に施行した。
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1. 術後心内構造の観察

(方法)胸骨左縁第 3 ・ 4 肋間より左室長軸断層および短軸断層像を描出した。さらに心尖部心四腔像

より心室中隔動態および房室弁の動きを観察した。

(結果)解剖学的左心室が低圧の I 型TGAf91Jで、は解剖学的右心室(体心室)は著しく拡大していた。

また心室中隔は左室側へ偏位し，左心室の狭小化を認めた。一方，残存肺動脈狭窄のため左室圧が高い E

型TGA例では， 1 型と同様右心室の拡大を認めたが，心室中隔の偏位はなく，左室の狭小化は認めな

かった。またいずれの症例においても房室弁の狭窄・逸脱はなく，新たに形成された心房内血流路の狭

窄も認めなかった。

2. 超音波断層法による両心室容積および心室内圧の評価

(方法)本症術後の心室形態は正常心と著しく異なっており，従来のアプローチでは容量解析が困難で

あった。そこで季肋下より両心室の短軸断層像を描出した。この方向で 心室中隔と左右心室自由壁が

もっともよく描出され，両心室の乳頭筋が同時に描出される部位で拡張末期・収縮末期像を写真撮影し

た。得られた像より拡張末期・収縮末期における両心室の断面積比を求めた口さらに心室造影より求めた

両心室容積と比較検討した。

(結果)拡張末期における左室・右室断面積比 (L Varea / R V are a) は O. 53 ~ 0.96 (0.71 土 0.16)

であった。乙れは心室造影より求めた左室・右室拡張末期容積比( 0.34 --1.00 ( 0.62 士 0.23) )と良好

な正の直線関係を示した (r=0.96 ， P<0.001)。またLV area/ RV area は心臓カテーテノレ検査によって

測定した左室・右室収縮期圧比( 0.24 --1.02 ( 0.56 :i:: 0.32 ))との聞にも正の直線相関を示した (r = 

0.91 , P< 0.001 )。一方，左室・右室拡張末期圧比は 0.07 --1.20 ( 0.69 士 0.42 )であり，乙れとLVarea

/RVarea との聞には明らかな相関は認めなかった。

(総括)

1. 本症術後例の超音波断層法の評価では右心室(体心室)の著しい拡大を認めた。左室圧の低い例で

は心室中隔の左室側への偏位と左心室の狭小化を認めた。一方 左室圧の高い例で=は心室中隔の偏位は

認めなかった。

2. 季肋下より求めた両心室短軸断層面積比より両心室容積比・圧比の推測が可能であった。

3. 以上から，本症術後例においては両心室の圧関係によって心室中隔の位置が決定され，乙の心室中

隔の位置が左右心室容積に大きく影響していることが推測された。

論文の審査結果の要旨

超音波断層法 lとより大血管転位症術後の心形態を観察し，本症術後の心形態の特徴を明らかにすると

ともに，両心室容積を非観血的 l乙測定した。さらに心室容積・心室中隔運動と心室圧との関係を明確に

し，大血管転位症術後の血行動態の特徴を示した。

本研究は，非観血的な術後残存病変の診断および、経時的な心機能評価を可能としたもので，術後患者

の管理面での意義が大きい。
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